


　

専
決
処
分
報
告
７
件
・
繰
越
明
許
費
２
件
・
条
例
制
定
等
７
件
・
補
正
予
算
２
件
を
審
議
可
決
し
、
人
事
案
件
は
人
権
擁

護
委
員
２
人
の
推
薦
に
同
意
し
た
。

　

三
十
年
度
の
一
般
会
計
補
正
は
３
千
７
百
17
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
67
億
２
千
９
百
17
万
８
千
円
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

１
・
２
・
３
は
３
ペ
ー
ジ
を
参
照

※

１

※

２

正3,717万8千円追加し 正3,717万8千円追加し
万8千円とした！ 万8千円とした！

正3,717万8千円追加し 正3,717万8千円追加し
万8千円とした！ 万8千円とした！
正3,717万8千円追加し
万8千円とした！

たらぎ議会だより　第109号／２

補
正
予
算

六
月
定
例
会
議
は
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
催
し
た
。

六
月
定
例
会
議
は
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
催
し
た
。

六
月
定
例
会
議
は
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
催
し
た
。

六
月
定
例
会
議
は
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
催
し
た
。

六
月
定
例
会
議
は
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
催
し
た
。

攻めの園芸生産対策事業補助1,012万９千円、

等活用事業補助300万円、がけ地近接等危険住

0万円、中学校修繕費240万９千円、弓道場改

200万円、公共土木災害関係470万円など

　一般会計の２９年度から３０年度へ繰り越される事業は１５

事業、総額１億7,386万円で、そのうち５事業に関しては完了

済みとなっている。

（万円以下未満切捨て）

※下水道事業特別会計繰越は、1,134万円

里道等修理事業

生産技術高度化施設整備事業

堆肥センター管理事業

木材需要拡大推進事業

複層林誘導伐事業

林道槻木南線舗装事業

空き家・空き店舗等活用事業

がけ地近接等危険住宅移転事業

土砂災害危険住宅移転促進事業

アスベスト含有調査事業

集落道路整備事業

社会資本整備総合交付金道路事業

槻木地区河川水利進入路整備事業

林業用施設災害復旧事業

公共土木施設災害復旧事業

総 務 費

農　　林

水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

災害復旧費

204

8,109

197

100

491

650

100

255

330

7

2,450

2,214

221

1,888

168

完了

完了

完了

完了

完了

事　　　業　　　名 金 額



平成30年 一般会計増額補 平成30年 一般会計増額補 
総額67億2,917 総額67億2,917 

平成30年 一般会計増額補 平成30年 一般会計増額補 
総額67億2,917 総額67億2,917 

平成30年 一般会計増額補 
総額67億2,917 

たらぎ議会だより　第109号／３

補
正
予
算

　補正歳出の主なものは、コミュニティ助成事業補助250万円、

県営大久保地区畑地帯総合整備事業150万円、空き家・空き店舗  

宅移転事業補助80万円・土砂災害危険住宅移転促進事業補助33 

修設計業務委託料50万円、林業用施設災害復旧設計業務委託料  

国民健康保険国民健康保険

（事業勘定）（事業勘定）

特別会計補正は特別会計補正は

国民健康保険国民健康保険

（事業勘定）（事業勘定）

特別会計補正は特別会計補正は

国民健康保険

（事業勘定）

特別会計補正は

　国民健康保険税条例の改正にともない

２９万９千円追加し、１２億８,250万３

千円とした。

人 事 案 件人 事 案 件

※１　専決処分とは

　本来、議会の議決・決定を経なければならない事柄について首長が地方自治法に基づいて、議

会の議決・決定の以前に自ら処理することをいう。

※２　繰越明許費とは

　地方公共団体の会計年度は、４月１日から、翌年３月31日までとする原則（単年度主義）がある

が、年度内にその支出を終わらない見込みのあるものについては、翌年度に繰り越して使用する

ことができる制度がある。

※３　辺地債や過疎債とは

 【辺地】 とは、「辺地法」という法律によって、交通条件や自然的、経済的、文化的諸条件に恵

まれず、他の地域に比較して住民の生活文化水準が著しく低い山間地等のへんぴな地域で、住民

の数などの要件に該当している地域を「法」で定め、辺地の市町村が、辺地とその他の地域との

間における住民の生活文化水準の著しい格差の是正を図るため、辺地の公共的施設の総合整備計

画を定めて整備事業を行います。

 【過疎】 とは、「過疎地域自立促進特別措置法」において、人口の著しい減少に伴って地域社会

における活力が低下し、生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある地域と

規定されています。

　この「二つの法」により本町は低い利率で国よりお金を借り事業を行うことができます。本町

はこの債務行為により多くの事業を行っていますが、郡内には辺地債を使えない町もあります。

　人権擁護委員２名の任期満了に

伴い、任期３年で　　　　　　　

松 本 喜久子 氏

池 本　一 正 氏

の推薦に同意した。　　　　　　
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条
例
・
陳
情

たらぎ議会だより　第109号／４

条 例 等

「県立多良木高校廃校跡地に町
立多良木中学校と県立球磨支援
学校高等部の同一敷地併設開校
事案」に対する要望書

熊本県立球磨支援学校

保護者会代表　荒川　孝一

保護者会　有志一同

総 務 産 業
不採択

（８：３）
要望書

多良木10区の１の道路の拡幅及
び側溝設置等の改良について

多良木町多良木1749-2
多良木10区の１
　区長　土 岐　和 夫

厚生環境文教 採　択要望書

道路改良についての陳情書

多良木６区の３
　区長　長 田　勝 幸
多良木８区の１
　区長　田 山　久 臣

厚生環境文教 採　択陳情書

黒肥地３区大園下地区生活道拡
幅について

多良木町黒肥地1761番地
　源　島　伸　次

厚生環境文教 採　択陳情書

請願・
陳情等
の区分

件　名　及　び　要　旨
提出者の住所（又は所属）
氏名（及び紹介議員）
　　　　　　　※敬称略

付託委員会 採　決

皆さんからの陳情・要望書皆さんからの陳情・要望書皆さんからの陳情・要望書皆さんからの陳情・要望書皆さんからの陳情・要望書

議案第１号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画を定めることについて

議案第２号　辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

議案第３号　立木処分について

議案第４号　久米財産区有林林地に分収林を設置することについて

議案第５号　多良木町税条例等の一部を改正する条例を定めることについて

議案第６号　多良木町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を定めるこ

　　　　　　とについて

議案第７号　多良木町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

　　　　　　を定める条例の一部を改正する条例を定めることについて

※３

　　　　　　　本町としては、中学校の老朽化等に伴い平成33年４月開校を目途に、多良木高

　　　　　　校敷地への中学校移転整備を検討しており、熊本県教育長に対し、中学校移転が

　　　　　　決定した際には、多良木高校の敷地及び学校教育に必要な施設等（体育館、プー

　　　　　　ル、運動場等）の使用等についてご配慮いただきたい。併せて、

１　中学校と球磨支援学校の生徒が日常的に交流することで、インクルーシブ教育の観点から

　双方に高い教育効果が生じると見込まれること。

２　同効果を実現するには、中学生と特別支援学校の生徒が一緒に学ぶ教育環境を整えること

　が必要であると思料されること。

３　今後、球磨郡市においても、支援を要する生徒の増加が見込まれるが、狭隘化が進んでい

　る球磨支援学校の一部を移転させ学校全体のキャパシティを広げることは、多良木町のみな

　らず、球磨郡市全体の利益につながると思料されること。

　以上、３点の理由を基に、同敷地に球磨支援学校高等部を移転し、中学校との同時開校を図

られたいとして要望書を提出していることに対し「球磨支援学校高等部と多良木中学校併設使

用の予測されるデメリット」として本議会に要望書が提出されたが、この内容については、県

教育委員会より説明会等をされるべきと判断し、不採択とした。

不採択

理由
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たらぎ議会だより　第109号／５

一
般
質
問

質
問
　

本
町
の
出
生
率
が
年
々

低
下
し
、
昨
年
度
は
約
44
名
程

度
、
本
年
度
は
約
37
名
位
と
予

想
さ
れ
る
な
か
、
現
状
と
課
題
、

今
後
の
対
策
は
。

白
濱
子
ど
も
対
策
課
長
　

少
子

化
の
課
題
は
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
方
々
ば
か
り
で
な
く
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
見

守
る
地
域
の
課
題
で
あ
り
「
こ

の
町
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
こ
の
町
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
こ
の
町
で
子
育
て
を
し
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
対
策
を
関
連

部
署
で
協
議
を
深
め
た
い
。

質
問
　

子
育
て
支
援
の
施
策
と

し
て
町
営
住
宅
の
整
備
が
急
務

と
思
わ
れ
る
が
、
執
行
部
の
考

え
は
。

小
林
環
境
整
備
課
長
　

安
心
し

「
え
び
す
の
湯
」
経
営
報
告
は

問
題
発
生
時
に

ＱＡ

子育ての環境は

整備をしていく

Ｑ

Ａ

豊
永　

好
人 

議
員

　　　　　　

　　　　　　　 　
　　　　 　

８人が問う！

豊永　好人 議員（５ページ）

・空き店舗の活用について

・高齢者支援について

・町長公約について

髙橋　裕子 議員（６ページ）

・多良木高校跡地の活用

魚住　憲一 議員（７ページ）

・公の施設について

・生ゴミの処理について

・公共施設等のLED化について

・第５次多良木町総合開発計画

　について

源嶋たまみ 議員（８ページ）

・空き家対策について

久保田武治 議員（９ページ）

・高齢者の免許証返納問題につ

　いて

・子どもを犯罪等の被害から守

　る活動について

・町の文書管理について

・道徳授業の教科について

坂口　幸法 議員（10ページ）

・農林業の振興について

�佐　信行 議員（11ページ）

・地域からの要望に対する町の

　取り組みについて

・町の交通安全対策について

中村　正德 議員（12ページ）

・衛生費について

て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
居
住
環
境
を
形
成
す
る
た
め

の
、
子
育
て
に
適
し
た
広
さ
や

整
備
を
備
え
た
支
援
住
宅
整
備

を
し
て
い
く
。

質
問
　

３
月
の
定
例
会
議
時
、

同
僚
議
員
の
質
問
で
赤
字
に
ビ

ッ
ク
リ
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
担

当
課
か
ら
ど
の
時
点
で
収
支
状

況
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

黒
木
町
民
福
祉
課
長
　

前
任
者

に
確
認
を
し
た
が
、
収
支
状
況

は
月
末
締
め
、
月
初
め
の
報
告

と
い
う
定
期
的
な
方
法
で
は
な

く
、
機
械
の
故
障
等
問
題
発
生

時
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
予
算

計
上
時
に
も
当
然
、
最
新
の
収

支
状
況
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

町
長
　

毎
月
の
報
告
は
受
け
て

い
な
い
。
年
間
予
算
を
作
成
す

る
時
に 

「
ポ
イ
ン
ト
」
・
「
ポ
イ

ン
ト
」
で
報
告
を
受
け
て
い
る
。

その他
の

質問

「えびすの湯」は…

期待される「子育て支援住宅」



たらぎ議会だより　第109号／６

一
般
質
問

質
問
　

国
が
直
面
す
る
人
口
急

減
・
超
高
齢
化
と
い
う
大
き
な

課
題
の
中
、
町
長
は
「
行
政
の

役
割
と
し
て
各
分
野
の
調
整
能

力
を
持
つ
行
政
の
関
り
が
重
要

で
あ
り
、
農
林
商
工
業
・
観
光

と
い
っ
た
複
数
の
産
業
を
組
み

合
わ
せ
た
経
営
戦
略
を
提
起
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
人

口
減
少
に
と
も
な
う
地
域
力
の

維
持
に
対
す
る
考
え
の
方
向
と

具
体
的
政
策
に
つ
い
て
、
人
口

格
差
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
を
ど

う
い
う
規
模
で
お
考
え
か
。

町
長
　

地
域
力
の
維
持
に
関
し

て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体

的
に
か
か
わ
り
な
が
ら
地
域
課

題
を
把
握
し
、
様
々
な
方
法
で

解
決
を
試
み
る
と
い
う
体
制
づ

く
り
が
必
要
。
様
々
な
組
織
の

連
携
に
よ
っ
て
安
心
な
生
活
が

で
き
る
地
域
社
会
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
行
政
の
課
題
に
な
っ

て
く
る
。

質
問
　

町
長
は
「
地
方
創
生
・

地
域
活
性
化
を
つ
き
つ
め
る
と

着
地
点
は
『
地
方
経
済
の
活
性

化
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま

え
、
財
政
を
大
き
く
左
右
す
る

公
共
施
設
等
の
運
営
と
し
て
の

 

「
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」
と
「
中
学

校
」
に
対
す
る
「
地
方
自
治
体

の
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
問

う
。

 

「
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」
の
最
優
秀

賞
を
取
っ
た
「
堆
肥
」
の
事
業

展
開
の
可
能
性
を
活
か
す
に
は
、

付
加
価
値
を
付
け
る
為
の
研
究

と
セ
ン
タ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

等
、
ト
ッ
プ
と
し
て
方
向
を
出

さ
な
い
と
動
か
な
い
事
業
で
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
の
展
開
を

ど
う
お
考
え
か
。

町
長
　

良
い
堆
肥
を
作
っ
て
、

多
良
木
の
堆
肥
と
し
て
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
に
相
談
し
、
買
っ
て

頂
く
努
力
を
し
た
い
。

質
問
　

「
中
学
校
」
の
移
転
に
つ

い
て
３
月
の
一
般
質
問
で
、「
高

校
敷
地
へ
の
移
転
が
で
き
な
い

場
合
、
現
地
に
建
て
替
え
と
い

う
選
択
肢
も
あ
る
」
と
い
う
答

弁
で
あ
っ
た
。「
財
政
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
と
い
う
角
度
で
の
「
移

転
し
た
場
合
」「
移
転
し
な
い
場

合
」
の
「
運
営
的
試
算
」
は
さ

れ
た
の
か
。

町
長
　

試
算
は
し
て
い
な
い
。

「
体
育
館
」
が
中
学
校
に
１
つ

・
高
校
に
２
つ
・
町
民
体
育
館

と
町
に
４
ヶ
所
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ
て
は

非
常
に
良
い
事
と
思
う
。

質
問
　

小
学
校
部
活
が
社
会
体

育
へ
移
行
し
、
次
は
中
学
校
部

活
が
移
行
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

体
育
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
を
メ
リ
ッ
ト
と
言
わ
れ
た
が
、

管
理
運
営
費
が
ど
れ
だ
け
膨
ら

ん
で
く
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

 

「
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
し

て
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

10
年
後
・
20
年
後
の
協
議
及
び
、

高
校
体
育
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
の
協
議
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
　

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

高
校
の
施
設
は
県
の
管
理
部
分
、

町
に
移
譲
の
部
分
も
出
て
く
る

と
思
う
。
町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を

誘
致
し
て
い
る
の
で
ス
ポ
ー
ツ

の
財
産
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

質
問
　

人
口
減
少
を
視
野
に
入

れ
て
の
「
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
し
て
み
る
維
持
管
理
費
の
説

明
を
ど
う
お
考
え
か
。

町
長
　

県
の
管
理
・
町
の
管
理

の
部
分
が
分
か
れ
る
と
思
う
し
、

ま
だ
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
は
確
か
に
あ
る

が
、
真
剣
に
向
き
合
っ
て
考
え

た
い
。

髙
橋　

裕
子 
議
員

地域力の維持は

住民の体制づくりを

Ｑ

Ａ

「
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
考
え
は

真
剣
に
向
き
合
う

ＱＡ

維持・管理は大丈夫か！
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一
般
質
問

町
営
住
宅
施
策
は

コ
ン
パ
ク
ト
化
へ
再
整
備

小
林
環
境
整
備
課
長
　

平
成
29

年
度
は
、
３
工
区
に
お
い
て
３

件
の 

「
用
地
取
得
」「
建
物
等
補

償
」
を
実
施
、
現
在
の
改
良
率

は
33
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
本

年
度
の
予
定
は
「
用
地
取
得
」

「
建
物
補
償
」
等
、
４
件
程
度

予
定
し
て
い
る
。
予
算
次
第
で

は
、
100
メ
ー
ト
ル
程
度
の
改
良

予
定
で
31
年
度
以
降
は
同
工
区

の
280
メ
ー
ト
ル
の
改
良
工
事
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
　

「
中
河
間
多
良
木
線
」

に
つ
い
て
は
。

小
林
環
境
整
備
課
長
　

現
在
、

槻
木
15
工
区
の
改
良
工
事
を
完

了
し
、
今
年
度
は
、
１
工
区
の

保
安
林
解
除
後
、
改
良
工
事
を

発
注
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
　

「
梶
屋
多
良
木
線
」
に

つ
い
て
は
。

小
林
環
境
整
備
課
長
　

現
在
、

用
地
交
渉
に
着
手
し
、
中
学
校

前
の
一
筆
を
契
約
済
み
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
踏
切
近
接
地
地
権

者
へ
の
用
地
交
渉
を
急
ぎ
た
い

と
聞
い
て
い
る
。

質
問
　

県
道
改
良
工
事
３
路
線

の
進
捗
状
況
を
問
う
。

「
人
吉
水
上
線
」
に
つ
い
て
は
。

質
問
　

第
５
次
総
合
開
発
計
画

に
つ
い
て
平
成
28
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
中
で
「
人
材
の
育

成
」

 

「
地
域
力
を
つ
く
る
」
と
あ

る
が
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
し
、

人
材
の
育
成
を
図
り
、
地
域
力

を
上
げ
て
い
く
の
か
。

今
井
教
育
振
興
課
長
　

平
成
26

年
３
月
に
策
定
し
た
「
多
良
木

町
教
育
大
綱
」
が
あ
る
。
３
つ

の
目
標
が
掲
げ
て
あ
り
「
次
代

を
拓
く
『
生
き
る
力
』
に
満
ち

た
人
づ
く
り
」 

「
『
学
び
』 

を
い

か
し
『
共
』
に
生
き
る
社
会
を

目
指
す
人
づ
く
り
」
等
を
目
標

に
現
在
進
行
中
で
あ
る
。

ＱＡ

魚
住　

憲
一 

議
員

県道３路線の進捗は

県と調整しながら

Ｑ

Ａ

地域力の向上は

「教育大綱」に沿って

進行中

Ｑ

Ａ

コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
再
整
備
を

考
え
て
い
る
。

質
問
　

今
後
の
町
営
住
宅
施
策

は
。

小
林
環
境
整
備
課
長
　

今
年
度

は
、
国
か
ら
100
パ
ー
セ
ン
ト
の

補
助
で
、
若
い
世
代
の
移
住
や

「
子
育
支
援
」
・
「
高
齢
化
支
援
」

な
ど
住
宅
の
統
廃
合
も
含
め
、

統
廃
合
と
コ
ン
パ
ク
ト
化
で

どうなる？人吉水上線！
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一
般
質
問

質
問
　

こ
の
春
、
ア
ナ
グ
マ
に

よ
る
被
害
を
聞
い
た
が
、
町
で

貸
し
出
し
で
き
る
罠
の
数
と
、

職
員
の
狩
猟
資
格
保
有
者
は
何

名
か
。

久
保
農
林
課
長
　

罠
は
く
く
り

罠
10
個
以
上
、
箱
罠
５
個
以
上

を
所
持
し
猟
友
会
に
貸
出
し
て

い
る
。
職
員
の
狩
猟
免
許
は
15

名
以
上
が
保
有
し
、
実
施
隊
の

構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　

本
町
だ
け
で
な
く
、
郡

市
全
体
で
の
捕
獲
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
。

町
長
　

町
村
長
会
に
問
題
提
起

し
、
協
議
し
た
い
。

質
問
　

高
校
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

町
長
　

県
と
の
協
議
の
場
で
、

球
磨
支
援
学
校
の
高
等
部
誘
致

の
提
案
が
あ
り
、
財
政
的
な
裏

付
け
も
あ
る
と
の
判
断
で
、
中

学
校
の
移
転
新
築
と
支
援
学
校

高
等
部
の
移
転
併
設
を
求
め
る

要
望
書
を
県
に
提
出
し
た
。
今

後
、
県
の
高
校
教
育
課
、
高
校

整
備
推
進
室
を
窓
口
と
し
て
、

土
地
建
物
、
全
体
的
な
費
用
負

担
や
分
担
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
け
れ
ば
。

質
問
　

中
学
校
の
耐
力
度
調
査

の
評
価
基
準
や
結
果
が
判
明
す

る
時
期
、
結
果
い
か
ん
で
建
設

す
る
際
の
補
助
率
が
異
な
る
の

か
。

今
井
教
育
振
興
課
長
　

耐
力
度

調
査
は
６
月
29
日
に
入
札
予
定

で
あ
り
、
４
５
０
０
点
以
下
で

あ
れ
ば
55
％
の
補
助
が
あ
り
、

４
５
０
０
点
を
超
え
れ
ば
補
助

は
な
い
。

質
問
　

中
学
校
が
移
転
し
た
場

合
、
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
含

め
た
敷
地
の
活
用
は
。

町
長
　

方
向
性
は
明
言
で
き
な

い
が
、
県
内
や
地
元
企
業
、
何

ら
か
の
資
格
取
得
で
き
る
場
所
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
の

利
用
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
、
高

校
跡
地
の
問
題
と
同
時
並
行
的

に
考
え
た
い
。

質
問
　

し
ご
と
創
生
機
構
は
各

事
業
で
生
産
、
製
造
し
た
も
の

を
販
売
す
る
た
め
に
商
談
会
へ

積
極
的
に
参
加
し
、
収
益
向
上

を
目
指
す
と
あ
る
が
、
事
務
局

の
業
務
状
況
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長
　

ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
て
「
田
ん
ぼ
の
力

研
究
会
」
の
組
織
強
化
や
消
費

者
の
購
買
意
欲
の
喚
起
・
業
務

用
米
の
販
路
開
拓
・
情
報
発
信

・
生
サ
ラ
ダ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
販

売
促
進
の
た
め
に
試
食
会
を
兼

ね
た
活
動
や
薪
事
業
、
た
ら
ぎ

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
キ
ャ
ン
プ

等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　

経
営
状
況
と
見
通
し
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長
　

現
時
点

で
経
営
安
定
の
た
め
の
数
値
を

上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
実

績
が
上
が
る
よ
う
協
議
を
進
め

る
。

町
長
　

残
り
２
年
、
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
も
協
力
し
て
、
本
町
の

地
方
創
生
の
成
功
に
本
気
で
取

り
組
み
た
い
。

源
嶋 
た
ま
み 
議
員

有害鳥獣捕獲は連携した

取り組みを

町村会で問題提起

Ｑ

Ａ

ＱＡ

地
方
創
生
事
業
の
経
営
見
通
し
は

実
績
が
上
が
る
よ
う
本
気
で
取
り
組
む

ＱＡ

高
校
施
設
利
活
用
は

中
学
校
移
転
と
球
磨
支
援
学
校

高
等
部
誘
致
を
要
望

どうなる？多高施設

箱罠とくくり罠箱罠とくくり罠箱罠とくくり罠



久
保
田 

武
治 

議
員

たらぎ議会だより　第109号／９

一
般
質
問

情
報
の
公
開
や
説
明
が
な
い
。

「
広
報
た
ら
ぎ
」
で
の
情
報
公

開
も
な
い
。
い
つ
ど
ん
な
方
法

で
実
施
さ
れ
る
つ
も
り
か
。

町
長
　

「
広
報
た
ら
ぎ
」
で
一

定
の
情
報
公
開
は
で
き
た
か
も

し
れ
な
い
。
率
直
に
お
詫
び
し

た
い
。
今
議
会
終
了
後
、
県
に

も
入
っ
て
頂
い
て
の
説
明
会
を

検
討
し
た
い
。

質
問
　

町
長
は
ト
ッ
プ
と
し
て

「
説
明
責
任
を
果
た
す
」
と
い

う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
認
識
、

理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
　

諸
施
策
を
進
め
る
上

で
、
情
報
と
い
う
の
は
執
行
部

や
議
会
だ
け
の
も
の
で
は
な
く

住
民
の
も
の
だ
と
考
え
て
お

り
、
説
明
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。

質
問
　

多
高
施
設
利
活
用
問
題

に
つ
い
て
は
、
３
月
議
会
で

「
説
明
材
料
が
そ
ろ
っ
た
段
階

で
時
機
を
見
て
町
民
に
説
明
す

る
」
と
答
弁
さ
れ
た
が
未
だ
に

質
問
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
福
寿
荘
」
の
「
民
営
化
」
の

基
本
方
針
が
出
さ
れ
た
が
、
民

営
化
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
は

複
合
的
な
経
営
が
多
く
、
弾
力

的
な
職
員
採
用
や
活
用
、
人
事

管
理
に
よ
る
職
員
資
質
の
向
上

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
が

期
待
で
き
、
財
政
面
で
は
施
設

の
改
修
、
整
備
費
、
運
営
資
金

等
の
補
助
や
助
成
が
受
け
ら
れ

る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
経

営
が
民
間
に
移
る
こ
と
で
、
サ

ー
ビ
ス
内
容
や
料
金
等
に
対
す

る
利
用
者
や
家
族
の
心
理
的
不

安
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
。
ま

た
、
現
在
勤
務
す
る
職
員
の
雇

用
継
続
に
不
安
感
が
出
る
の
で

は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
懸
念

や
職
員
の
待
遇
不
安
に
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

基
本
的

に
は
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
、
利
用
者
や
家
族
に
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
充
分
に
配
慮

し
、
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
は

「
希
望
や
意
向
を
聴
い
て
適
正

な
配
置
に
努
め
る
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
強
制
力
が
な
い
の
で

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

質
問
　

社
会
的
弱
者
を
始
め
、

今
後
予
想
さ
れ
る
施
設
入
所
者

の
増
加
へ
の
対
応
・
あ
る
べ
き

施
設
の
モ
デ
ル
的
取
り
組
み
な

ど
介
護
や
福
祉
の
政
策
面
を
リ

ー
ド
す
る
こ
と
が
公
的
施
設
の

役
割
で
あ
り
、
民
営
化
を
再
考

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
本
町
の

待
機
者
は
現
在
何
人
で
、
今
後

の
入
所
見
込
み
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

東
健
康
・
保
険
課
長
　

待
機
者

数
は
６
月
現
在
239
名
で
昨
年
の

243
名
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
今

後
の
入
所
見
込
み
も
定
員
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
こ
の
程
度
の

待
機
者
が
続
く
の
で
は
な
い
か
。

福寿荘民営化の不安は

充分な配慮を要望

ＱＡ

多
高
施
設
利
活
用
の
説
明
は

県
同
席
の
説
明
会
を

Ｑ

Ａ

民
営
化
に
よ
る
不
安
は

…

福
寿
荘

ど
う
す
る
？
説
明
責
任



たらぎ議会だより　第109号／10

一
般
質
問坂

口　

幸
法 
議
員

質
問
　

地
域
防
災
計
画
・
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
取
組
み

状
況
と
今
後
の
対
策
は
。

松
本
総
務
課
長
　

災
害
等
、
非

常
事
態
に
お
け
る
業
務
継
続
計

画
の
策
定
を
昨
年
度
よ
り
検
討

し
て
い
る
。
各
課
に
お
い
て
業

務
の
洗
い
出
し
と
整
理
を
し
て

お
り
、
国
か
ら
も
作
成
ガ
イ
ド

が
き
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
急
に
そ
の
策
定
を
行
い
、

実
践
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

し
て
い
る
。

質
問
　

支
援
学
校
保
護
者
か
ら

の
反
対
意
見
の
報
道
に
対
し
て
、

町
は
支
援
学
校
保
護
者
に
説
明

す
べ
き
で
は
。

町
長
　

県
よ
り
支
援
学
校
保
護

者
へ
丁
寧
な
説
明
が
さ
れ
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
町
か
ら
の

働
き
か
け
は
し
な
い
。

質
問
　

今
後
の
検
討
結
果
次
第

で
は
ど
う
な
る
の
か
未
定
の
状

況
で
、
別
の
新
た
な
利
活
用
策

も
同
時
並
行
的
に
検
討
す
べ
き

で
は
。

町
長
　

こ
れ
ま
で
県
や
活
性
化

協
議
会
と
も
協
議
を
重
ね
て
き

た
が
、
財
政
的
に
裏
づ
け
の
あ

る
責
任
あ
る
提
案
が
見
え
て
こ

な
い
中
で
、
こ
の
案
を
要
望
す

る
に
至
っ
た
。
要
望
書
を
出
し

て
い
な
が
ら
別
の
道
を
探
る
と

い
う
の
は
信
頼
関
係
を
損
な
う

と
考
え
る
の
で
、
今
は
こ
の
要

望
書
の
通
り
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　

提
出
さ
れ
た
中
学
校
と

球
磨
支
援
学
校
高
等
部
の
移
転

併
設
の
要
望
書
の
件
で
当
初
よ

り
文
言
が
一
部
削
除
さ
れ
た
の

は
何
故
か
。

町
長
　

県
と
協
議
を
す
る
中
で
、 

 

「
高
校
跡
地
を
支
援
学
校
の
県

南
の
拠
点
に
と
い
う
の
は
省
い

て
ほ
し
い
」
旨
だ
っ
た
。

質
問
　

中
学
校
と
支
援
学
校
高

等
部
の
併
設
実
例
は
あ
る
の
か
。

町
長
　

併
設
事
例
は
な
い
が
、

中
学
校
校
舎
は
別
に
建
て
、
日

常
的
に
交
流
す
る
と
い
う
事
で

は
な
く
、
行
事
等
で
一
緒
に
活

動
す
る
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、

モ
デ
ル
校
と
し
て
の
運
営
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
。

佐
藤
教
育
長
　

イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
（
子
供
一
人
一
人
が
障

害
の
有
無
に
変
わ
り
な
く
お
互

い
を
理
解
し
合
い
共
に
助
け
合

っ
て
生
き
て
い
く
共
生
社
会
に

適
応
す
る
為
の
能
力
を
育
て
よ

う
と
い
う
意
味
）
で
国
も
推
進

ＱＡ

防
災
の
取
り
組
み
は

早
急
に
計
画
策
定

高校跡地利活用は

当初の要望通り進めたい

Ｑ

Ａ

町
の
計
画
書

利活用のゆくえは…
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一
般
質
問

質
問
　

農
事
組
合
法
人
「
た
ら

ぎ
大
地
」
が
設
立
さ
れ
た
が
、

町
と
し
て
の
今
後
の
支
援
策
と

課
題
は
。

久
保
農
林
課
長
　

今
後
の
法
人

へ
の
支
援
策
と
し
て
30
年
度
予

算
の
中
で
、
組
織
経
営
安
定
化

支
援
補
助
を
設
立
し
て
、
事
業

費
の
３
分
の
１
以
内
・
上
限
300

万
の
助
成
を
す
る
。
事
務
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
事
に
よ
り
、

設
立
後
の
法
人
運
営
の
安
定
化

を
図
っ
て
い
く
事
が
目
的
で
、

３
年
間
は
続
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
農
業
機
械
等
の
導
入
計

画
に
つ
い
て
も
、
有
利
な
国
・

県
補
助
を
紹
介
し
、
農
地
集
約

に
あ
た
っ
て
は
、
農
業
委
員
会

と
連
携
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

を
支
援
し
た
い
。

町
長
　

人
吉
球
磨
の
モ
デ
ル
と

な
り
う
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

質
問
　

有
機
農
業
を
推
進
す
る

う
え
で
耕
畜
連
携
が
重
要
だ
と

思
う
が
、 「
た
ら
ぎ
堆
肥
」 
と
の

連
携
の
考
え
は
。

久
保
農
林
課
長
　

良
質
堆
肥
の

使
用
に
つ
い
て
は
重
要
で
あ
る

の
で
、
町
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
耕
畜
連
携
の
推
進
を

考
え
て
い
る
。
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
活
用
を
「
法
人
理
事
会
」
で

議
論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
　

「
森
林
環
境
譲
与
税
」

が
創
設
さ
れ
運
用
が
始
ま
る
が
、

本
町
の
「
森
林
経
営
計
画
」
へ

の
取
り
組
み
は
。

久
保
農
林
課
長
　

県
と
事
務
手

続
き
の
打
ち
合
わ
せ
会
が
行
わ

れ
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

の
協
議
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
意
向
調
査
が
先
行
で

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
周
知
・
啓

蒙
活
動
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
等
を
含
め
紹
介
を
し

て
い
き
た
い
。
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」

を
行
う
た
め
の
研
修
の
場
等
、

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
方
に

利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
に
努
力

す
る
。

質
問
　

し
ご
と
創
生
支
援
住
宅

の
活
用
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長
　

「
お
試

し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
と

い
う
事
で
整
備
し
た
住
宅
で
あ

る
が
、
そ
の
利
用
状
況
は
２
件

に
な
っ
て
い
る
。
周
知
不
足
で

森
林
経
営
計
画
へ
の
取
り
組
み
は

所
有
権
の
意
向
調
査
か
ら

ＱＡ

し
ご
と
創
生
支
援
住
宅
の
活
用
は

Ｐ
Ｒ
に
全
力
を

ＱＡ

ＱＡ
「
た
ら
ぎ
大
地
」
へ
の
支
援
策
は

人
吉
球
磨
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
努
力

�
佐　

信
行 

議
員

使ってください。「サテライトオフィス」（堂山）

期
待
さ
れ
る
「
た
ら
ぎ
大
地
」



マ
ー
ク
（
里
の
城
）
を
建
設
し
、

そ
こ
か
ら
点
在
す
る
文
化
財
、

文
化
を
発
信
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
お
考
え
か
。

　

 　
　

※

そ
の
土
地
の
目
印
や
象
徴
に

　
　

 　
　

な
る
よ
う
な
建
造
物
。

岡
本
企
画
観
光
課
長
　

観
光
を

い
か
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び

付
け
る
か
、
新
し
い
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
は
経
済
効
果
も
見
込
め
る

観
光
の
拠
点
と
し
て
脚
光
を
浴

び
る
の
で
は
。
課
題
は
敷
地
面

積
と
財
源
で
あ
る
が
補
助
制
度

を
調
べ
、
立
地
的
可
能
性
の
調

査
を
し
た
い
。

たらぎ議会だより　第109号／12

一
般
質
問

質
問
　

住
民
主
役
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
「
行
政
区
統
合
」
の

可
否
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

中
で
今
後
の
自
治
会
と
地
域
活

動
の
役
割
を
再
考
、
再
検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
が
、
自
治
会
・
区
長
会
と

は
、
現
在
ど
の
様
な
論
議
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。

松
本
総
務
課
長
　

区
長
・
議
会

・
執
行
部
の
懇
談
会
に
於
い
て

行
政
区
統
合
の
案
が
出
さ
れ
た

が
、
町
の
主
導
で
な
け
れ
ば
進

ま
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

一
部
の
区
で
は
話
し
合
い
が
持

た
れ
て
い
る
。
本
年
度
の
行
政

改
革
の
検
討
の
中
で
、
行
政
区

の
再
編
案
を
提
案
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　

自
治
体
活
動
が
困
難
な

地
域
（
限
界
集
落
）
に
対
し
集

落
支
援
員
の
配
置
や
集
落
応
援

隊
の
充
実
は
考
え
ら
れ
な
い
の

か
。

町
長
　

高
齢
化
が
ど
れ
く
ら
い

で
と
か
、
人
員
の
検
討
を
し
、

集
落
支
援
員
を
配
置
す
る
基
準

を
作
成
し
て
み
た
い
。

質
問
　

農
業
安
定
化
支
援
の
中

で
「
田
園
回
帰
」
と
述
べ
て
い

る
。
町
は
１
次
産
業
の
町
で
あ

り
、
国
の
農
業
施
策
に
よ
り
農

業
の
形
態
も
大
き
く
左
右
さ
れ

る
と
思
う
が
、
強
い
農
業
・
稼

げ
る
農
業
を
育
て
る
に
は
、
Ｊ

Ａ
・
農
業
法
人
・
各
種
農
業
団

体
と
の
連
携
を
図
り
農
業
所
得

の
向
上
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、

横
の
連
携
は
ど
の
様
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

久
保
農
林
課
長
　

Ｊ
Ａ
生
産
部

会
・
各
種
団
体
会
議
・
総
会
等

で
、
課
題
又
は
支
援
要
望
等
の

意
見
交
換
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

諮
問
機
関
の
「
総
合
農
政
推
進

協
議
会
」
の
中
で
は
、
Ｊ
Ａ
・

農
業
委
員
会
・
認
定
農
業
者
・

各
生
産
部
会
の
代
表
に
よ
る
課

題
協
議
を
行
い
支
援
対
策
な
ど

に
つ
い
て
も
助
言
を
も
ら
っ
て

い
る
。
単
独
事
業
と
し
て
、
自

家
保
留
牛
の
助
成
事
業
・
農
業

機
械
等
の
導
入
支
援
事
業
・
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
事
業
等
、
緊

密
な
連
携
支
援
を
図
っ
て
い
る
。

中
村　

正
德 
議
員

農
業
の
横
の
連
携
は

随
時
、
意
見
交
換
を

ＱＡ

行政区の論議は

再編案の提案を

Ｑ

Ａ

質
問
　

観
光
事
業
に
つ
い
て
、

本
年
度
、
人
吉
・
球
磨
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
「
日
本
遺
産
人

吉
球
磨
観
光
づ
く
り
協
議
会
」

が
発
足
し
た
が
、
他
の
構
成
市

町
村
に
対
し
本
町
の
観
光
事
業

に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
不
足

し
て
い
る
様
に
感
じ
る
。
観
光

の
核
（
目
玉
）
と
な
る
ラ
ン
ド

観
光
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を

可
能
性
の
調
査
を

ＱＡ

※

ランドマーク「里の城」建設は？

町は「１次産業の町」！
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委
員
会
報
告

全
員
協
議
会

活性化委員会「地方創生を検証」する活性化委員会「地方創生を検証」する活性化委員会「地方創生を検証」する活性化委員会「地方創生を検証」する活性化委員会「地方創生を検証」する

　３月に、29年度の地方創生に係る事業報告と30年度「しごと創生機構」の予算説明をうけた後、

４月に活性化委員会の懇談会を開催し、各事業に関する検証を行い所感をまとめた。

▼生サラダドレッシング事業

　地元産材料の調達ができず販売予定が遅れ、計画の甘さを感じざるを得ない。今後、材料調達等の

問題を踏まえつつ商品コンセプトの確立をすべきと結論付け、将来を見据えた運営試算表の作成等を

通じて業務を遂行すべきである。

▼米ブランド化事業

　「田んぼのチカラ研究会」の参加農家・作付面積の増は評価できるが、今後の生産量での「ブラン

ド化」・「経費コスト」など販売価格の採算等に不安を感じざるを得ない。「最終着地点」の収穫目標と

具体的計画を望む。

　農業法人「のびる」敷地内設置の「精米機」の使用要綱等、町民への周知徹底を図って行くべきで

ある。

▼地域資源活用事業（薪関係）

　生産・販売等の採算ベースに合う目標を立て試算表を持ちつつ事業をしていくべき。材料買い付け

等、資金面の不安と運転資金・販売金額の経理面での疑問も残る。

▼地域ブランディング事業（移住・企業支援）

　ソフト事業としての期待感はあるが、他の事業との連携・関連性や具体的指針と「誰が担うのか」

を明確にし、早期に計画を示すべき。

▼全事業に共通する事

　「事業の損益計算書」・「事業計画」の作成等、「正念場としての自覚」を持つべき。

また、コンサルタントの委託契約内容の開示・総会資料の提出を要望した。

▼７月開催の委員会では、前述の「検証結果」を踏まえつつ、「目標達成度指標」の説明を受け、更な

る協議をし、新年度の事業活動に対するチェックを行った。

１．県教育委員会に対し、町・教育委員会・議会の連名で「高校敷地」に「中学校新築移転」・

　　「支援学校高等部」の要望書提出を進めることの協議を行った。事前に支援学校高等部併設

　　の甲佐高校へ現場研修をした（議会だより108号掲載）

２．「民営化を検討する施設」として位置づけられる「多良木学園のあり方」について「民間で

　　できることは民間に任せる」という考えについては、現状の推移を見極めながら進めてはと

　　し、今後町との共通課題として協議していく。

３．久米財産区、槻木荒水谷区有林の今後は、森林研究・整備機構

　　との分収林契約の中で管理運営を森林組合と共に進めていく事

　　が決議され、６月議会で議案上程された。

４．「観光協会」から町へ出されていた「旧白濱旅館の管理運営」

　　の要望書の報告を受けた。

全 員 協 議 会　　　第１回～３回の報告　（4/17・6/5・6/20）



総務産業常任委員会政務活動報告

■北海道中川郡池田町　人口 6,825人　世帯数 3,404戸　十勝地方の観光と産業について
　　池田町は、十勝ワインの里として全国的に有名になった町である。

　「あわてず・あせらず・あきらめず」を合言葉に、昭和38年、国内初自

　治体ワインとして誕生した。元来、冬の寒さの厳しい十勝地方であるが、

　秋の野山に山ぶどうがたわわに実る姿を見て、当時の町長が農業振興の

　為に挑戦を始めたものである。試行錯誤を繰り返し、研修・研究を積み

　重ね、優れた品種、そしてワインを作り出すのに成功した。町営事業と

　して特別会計を立ち上げ、独立採算の道を歩んでいるが、これまで520

　億円強を売上、その利益は様々な形で町に還元、貢献をしてきた。

　　町民一人一人が十勝ワインの営業マンとなり「ワイン造りは100年の

　大計」として努力を続けている。

■北海道上川郡新得町　人口 6,536人　世帯数 3,027戸　女性専用農業体験実習「レディースファームスクール」について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酪農やそば栽培が盛んなこの町では、宿泊所を兼ね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た町営の女性専用農業研修施設「レディースファーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スクール」を平成８年に開設し、農業に関心を持つ独

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身女性を毎年全国から10名程度募集。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一年間を目安に農家で酪農や畑作を学んでもらい、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地元定住を促す取り組みを行っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年３月末現在１期生から22期生まで190名が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修を修了している。

■北海道上川郡清水町　人口 9,599人　世帯数 4,131戸　「清水町アグリビジネススクール」の取り組みについて
　　畜産・畑作が盛んなこの町では、定期的に「アグリ

　ビジネススクール」を開催している。町の若手農業者

　や農業関係者を対象に農業経営力の向上、次世代を担

　う人材育成を目的に、経営の基本となる知識の習得や

　ビジネス感覚を高めるための講座、また情報交換の場

　を提供している。

　　主催は町で、共催をＪＡ・国立農大・国立商大より

　講師を派遣してもらっている。

移住・定住と観光農業の先進地研修

研修生たちが生活する

「レディースファームスクール」
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移住・定住と子育て支援の取組みの推薦先進地４町へ！

目的　　人口減という現状を踏まえ、どういう町づく

　　　りを考え、政策を打ち出していかなければなら

　　　ないか。また、移住・定住・子育て支援に於い

　　　ても同様の取り組みと規模の自治体を研修し、

　　　町の方向性を探る事。

～ 行って・見て・訊いて ～

■山形県　大石田町　人口7,212人

　　立派なイベントホール・図書館もある複合施設「虹のプラザ」は、福祉事業施設として運営

　していくということであったが、今後管理運営費の不安は大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　　■山形県　遊佐町　人口14,085人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊富な取り組み・的確な方向等、素晴らしい取り組みが

　　　　　　　　　　　　　　　　　なされていた。また説明は女性課長・係長５名でされ、事

　　　　　　　　　　　　　　　　　業内容も女性視点の細やかさが感じられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　■新潟県　出雲崎町　人口4,529人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　興味深かったのは、行政機構改革で「空き家対策室」を

　　　　　　　　　　　　　　　　　設置し、専門的な取り組みと「室」の利点を活かした情報

　の共有に力を入れている点であった。農業・魚業もあり、経営の難しい町であるが移住定住者

　のタイプ別に細やかな対応がなされていた。

■新潟県　湯沢町　人口8,163人

　　湯沢温泉・苗場スキー場と観光の町であるが、統合に

　よる保・小・中一貫教育の取り組みは、保護者の「子ど

　もは大勢の中で育ってほしい」という声でスムーズに進

　んだという。

　　都心から90分という立地も活かし、移住定住の推進も

　視野に、教育のコンセプトを発信して行くということで

　あった。

～ 見えてきたこと ～

　事業内容的には本町も大きな「差」はないが、取り組みについては積極的発信と行動がされて

おり、大きな「差」があること、特に公共施設の建設・管理運営についての現状研修は、本町と

共通の大きな課題でもあり考えさせられた。

　研修資料を参考に、本町の事業に提案し、反映させたい。

厚生環境文教常任委員会政務活動報告

移住・定住と子育て支援の取り組みの推薦先進地４町へ！

目的　　人口減という現状を踏まえ、どういう町づく

　　　りを考え、政策を打ち出していかなければなら

　　　ないか。また、移住・定住・子育て支援に於い

　　　ても同様の取り組みと規模の自治体を研修し、

　　　町の方向性を探る事。

～ 行って・見て・訊いて ～

■山形県　大石田町　人口7,212人

　　立派なイベントホール・図書館もある複合施設「虹のプラザ」は、福祉事業施設として運営

　していくということであったが、今後管理運営費の不安は大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　　■山形県　遊佐町　人口14,085人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊富な取り組み・的確な方向等、素晴らしい取り組みが

　　　　　　　　　　　　　　　　　なされていた。また説明は女性課長・係長５名でされ、事

　　　　　　　　　　　　　　　　　業内容も女性視点の細やかさが感じられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　■新潟県　出雲崎町　人口4,529人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　興味深かったのは、行政機構改革で「空き家対策室」を

　　　　　　　　　　　　　　　　　設置し、専門的な取り組みと「室」の利点を活かした情報

　の共有に力を入れている点であった。農業・漁業もあり、経営の難しい町であるが移住定住者

　のタイプ別に細やかな対応がなされていた。

■新潟県　湯沢町　人口8,163人

　　湯沢温泉・苗場スキー場と観光の町であるが、統合に

　よる保・小・中一貫教育の取り組みは、保護者の「子ど

　もは大勢の中で育ってほしい」という声でスムーズに進

　んだという。

　　都心から90分という立地も活かし、移住定住の推進も

　視野に、教育のコンセプトを発信して行くということで

　あった。

～ 見えてきたこと ～

　事業内容においては本町も大きな「差」はないが、取り組みについては積極的発信と行動がさ

れており、大きな「差」があること、特に公共施設の建設・管理運営についての現状研修は、本

町と共通の大きな課題でもあり考えさせられた。

　研修資料を参考に、本町の事業に提案し、反映させたい。

たらぎ議会だより　第109号／15

様々な取り組み

「女性視点」の細やかさ

「住民の声」による教育
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